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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、オルガネラ膜特異的な脂質環境が細胞内シグナル伝達のプラットフォームとして機能す

るというユニークな仮説を証明することを目指している。 

これまでにリサイクリングエンドソームの細胞質側に濃縮されるホスファチジルセリンが、Hippo-
YAP 経路の制御に関わること、DNA センサーである STING の機能にゴルジ体局在が必須であること

などの重要な発見を行っており、順調に研究が進展している。なお、スクリーニングの計画では、若干

の遅れが見られるが、研究計画全体としては、研究成果が上がりつつあることから今後に期待したい。 


